
◆「世界津波の日」高校生サミットに ◆ 避難訓練を実施しました！
向けて始動！

７月１７日、校舎を損
７月１８日と１９日の２日間、耐久高校で行われ 壊させるほどの大地震の

る「世界津波の日高校生サミット in 和歌山」のス 発生と大津波を想定した
タディツアー（１０月２９日と３０日に開催）に向 避難訓練を行いました。
けて、第１回オリエンテーションを開催しました。 連日、猛暑が続いていま
ボランティアとして参加する１年生１１９名、２年 すが、自然災害は季節を
生５３名の有志生徒たちは、サミットの意義、活動 選んでくれません。生徒
内容、役割分担などについての説明に真剣に聞き入 の素早い行動で、正面玄
っていました。世界中の高校生と交流できるまたと 関前への移動を短時間で
ないチャンス。さあ、自分の殻を破って世界に羽ば 終えることができまし
たこう！ た。その後、クラス代表

生徒が高台への避難経路
を確認しました。今後も、
一人一人が命を守る行動
について意識を高め、臨
機応変な対応ができるよ
う訓練を実施します。

◆夏の大会に向け、
壮行会を開催しました！

７月３日、期末考査が終了した後、クラブ壮行会
が行われました。硬式野球部、吹奏楽部は県大会に、
水上競技部、男女ソフトテニス部、陸上競技部、柔
道部は近畿大会に、マンドリン部、バドミントン部、
空手道部は全国大会に出場します。暑さに負けず、
生徒達は元気よく大会に向けての抱負を語ってくれ
ました。これまでの練習の成果を十分に発揮し、悔
いの残らない大会にしてほしいと思います。
頑張れ耐久生！！ （生徒支援部長 岸山） 『耐久高校 部活動交流プログラム』

◇ 自律した学習者に ◇
７月２３日と２４日の２日間で、合計約１２時間

に及ぶ自学自習勉強会を実施しました。参加生徒は
黙々と自分がすべき課題に向き合い、いい表情で終
えることができました。高校生活初めての夏休みで
す。自分の目をごまかすことなく厳しさももって、
勉強にクラブ活動にと汗を流してもらいたいと思い
ます。充実感は顔に表れます。（１学年主任 岡本）
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～地域の中学校のみなさん！
さらに充実した部活動にするため

耐久高校と交流しませんか？～
・部活動の専門的な指導ができる教員や、練習相手と
しての高校生を積極的に活用してもらうことで、地
域のスポーツや文化活動の活性化に貢献したいと考
えています。まずは、下記のとおり活動を始めます
ので、お知らせします。

概要
期間 … 年間を通して随時
会場 … 耐久高等学校及び中学校など
内容 … 合同練習や練習試合、発表会など
（中学校側のリクエストをふまえ調整します）
実施対象クラブ（部）
体育系：ソフトテニス部、サッカー部

バスケットボール部、剣道部
文化系：合唱部
※順次、拡大します。

問合せ先
耐久高等学校 教頭
TEL 0737-62-4148

８月４日、第１回のプログラムとして、地域の４つの
中学校と耐久高校サッカー部が合同練習会を実施しま
した。




